
1

NNorthwest orthwest PPacific acific 
Region Region EEnvironmental nvironmental 
CCooperation Centerooperation Center
（（NPECNPEC））

藤谷 亮一藤谷 亮一

（財）環日本海環境協力センターにおける（財）環日本海環境協力センターにおける

海辺の漂着物調査の実施
～これまでの実績と今後の展開～～これまでの実績と今後の展開～
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ⅠⅠ 環日本海地域の危機環日本海地域の危機

1997年（平成９年）１月、ロシア船籍タ
ンカー「ナホトカ」号
13,159総トン。19,000トンの燃料油を積
載。

船尾部が沈没。船首部が福井県沖に漂着、
重油流出（6,200㌧）。島根県から秋田県
にかけての海岸に甚大な油濁被害が発生。

被害総額：261億円 （清掃費、漁業補償
費、油回収・船撤去費用等）

1997年（平成９年）１月、ロシア船籍タ
ンカー「ナホトカ」号
13,159総トン。19,000トンの燃料油を積
載。

船尾部が沈没。船首部が福井県沖に漂着、
重油流出（6,200㌧）。島根県から秋田県
にかけての海岸に甚大な油濁被害が発生。

被害総額：261億円 （清掃費、漁業補償
費、油回収・船撤去費用等）

海洋環境の問題海洋環境の問題 –– 油流出事故油流出事故 ––

韓国忠清南道での油流出事故韓国忠清南道での油流出事故
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（出所：「中国海洋災害公報（2001～2006）」データより、神鋼リサーチ整理・作成）

赤潮発生回数（中国沿岸）
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（出典：韓国国立水産科学院）

赤潮被害（韓国沿岸）

松花江（吉林省）
ベンゼン類
2005.11

北江（広東省）
カドミウム
2005.12

浙江省
水銀

2005.8

湘江（湖南省）
カドミウム
2006.1

浙江省
過酸化水素

2006.6

海洋環境の問題 – 陸上起因の汚染 –海洋環境の問題海洋環境の問題 –– 陸上起因の汚染陸上起因の汚染 ––
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途上国に大きな発生源途上国に大きな発生源

化学物質汚染？

（愛媛大学 田辺教授提供）

アジア沿岸域のイガイから検
出されたDDTsの濃度分布

アジア沿岸域のイガイから検アジア沿岸域のイガイから検
出された出されたDDTsDDTsの濃度分布の濃度分布

N.D

India

Japan

Philippines

Hong Kong

Malaysia

Vietnam

Thailand

ng/g wet wt.
0

10

PCBs
70 75

Indonesia

80
56

Singapore

Russia

Korea

China

Cambodia
N.D

Black Sea

先進国に大きな発生源先進国に大きな発生源

アジア沿岸域のイガイから検出
されたPCBs の濃度分布

アジア沿岸域のイガイから検出アジア沿岸域のイガイから検出
されたされたPCBsPCBs の濃度分布の濃度分布

化学物質汚染？

（愛媛大学 田辺教授提供）

【写真提供：緑色和平中国】

電子廃棄物の処理状況（中国） 石川県石川県
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Shitaura Beach, Toyotama, 
Tsushima,City

長崎県（対馬）長崎県（対馬） 海面水温の長期変化傾向（日本近海）

（出典：気象庁）

出典：水産庁

タチウオの分布図

標準和名：タチウオ
学名：

Trichiurus aponicus
系群名：
日本海・東シナ海系群

日本・韓国の漁獲量の推移

魚種別系群別資源評価（タチウオ）

（出典：独立行政法人 水産総合研究センター等）

エチゼンクラゲの大発生

タンカーの座礁等に伴う石油流出汚染タンカーの座礁等に伴う石油流出汚染

中国黄海、韓国沿岸の赤潮・プランクト中国黄海、韓国沿岸の赤潮・プランクト
ンの異常繁殖（ンの異常繁殖（HAB)HAB)→→養殖業に被害養殖業に被害

化学物質（難分解性物質（化学物質（難分解性物質（POPPOPｓ）、環境ホルモｓ）、環境ホルモ
ン）ン）

中国での中国でのee--WESTWESTを含む廃棄物不適正処理問題を含む廃棄物不適正処理問題

海洋ごみ（漂流・漂着海洋ごみ（漂流・漂着ごみごみ）被害）被害

地球温暖化の影響地球温暖化の影響

過剰漁獲による水産資源の減少過剰漁獲による水産資源の減少

自然海浜の減少、沿岸生態系の劣化自然海浜の減少、沿岸生態系の劣化

環日本海地域環日本海地域の環境問題の環境問題
①これら環境問題の原因は？①これら環境問題の原因は？

人間の活動が深く関与
②沿岸諸国との関係は？②沿岸諸国との関係は？

海洋環境問題を共有

いま我々は

環境共同体の形成が必要！環境共同体の形成が必要！
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ＮＰＥＣとはＮＰＥＣとは

Yukihiko OTSUKA © 【海の写真館】より抜粋

Ⅱ ＮＰＥＣの取組み

財団法人財団法人 環日本海環境協力センター環日本海環境協力センター
NNorthwest orthwest PPacific Region acific Region EEnvironmental nvironmental CCooperation Centerooperation Center

1997年4月 「環日本海環境協力
センター｣を設立

1998年9月 環境省から「財団法
人 環日本海環境協力セ
ンター」として設立許可

1999年4月 北西太平洋地域海行
動計画(NOWPAP)政府間
会合において、「特殊モ
ニタリング・沿岸環境評
価地域活動センター」に
指定

センターの歩みセンターの歩み

環日本海環境協力センターは、環日本海環境協力センターは、

何を目指して？何を目指して？

環日本海の環境保全に貢献するため、環日本海の環境保全に貢献するため、

誰と？誰と？

国連、政府、自治体等と連携・協力して、国連、政府、自治体等と連携・協力して、

何をしている？何をしている？

環境調査事業、環境調査事業、NOWPAPNOWPAP事業事業等の各種事等の各種事

業を展開しています。業を展開しています。

環境調査環境調査
研究事業研究事業

・海辺の漂着ごみ調査・海辺の漂着ごみ調査
・中国遼河水質共同調査・中国遼河水質共同調査

環境保全施策環境保全施策

支援事業支援事業

・環境技術研修・環境技術研修

・日本海環境白書刊行・日本海環境白書刊行

NOWPAPNOWPAP
推進事業推進事業

・環日本海海洋環境ウォッチ・環日本海海洋環境ウォッチ
・地域活動センター業務・地域活動センター業務

環境交流環境交流

推進事業推進事業
・北東アジア地域自治体・北東アジア地域自治体

連合環境分科委員会連合環境分科委員会
・環境ミッションの派遣・環境ミッションの派遣

NPECNPEC

ＮＰＥＣの各種事業ＮＰＥＣの各種事業
環日本海環日本海の環境保全のため、国連、政府、自治体との環境保全のため、国連、政府、自治体と

連携･協力して各種事業を展開連携･協力して各種事業を展開！！

海辺の漂着物調査海辺の漂着物調査
のきっかけは・・のきっかけは・・

【【提供：提供：YukihikoYukihiko OTSUKA OTSUKA ©©】】

海辺の漂着物調査のねらい

環日本海海域における様々な海洋汚染問題の解決環日本海海域における様々な海洋汚染問題の解決
には、には、沿岸諸国の自治体が環境共同体としてとも沿岸諸国の自治体が環境共同体としてとも
に行動に行動することが必要不可欠である。することが必要不可欠である。

＜着眼点＞＜着眼点＞

●海洋と沿岸域の保全・管理は、国、県、市民及び沿岸諸
国等との重層的な連携・協力体制の構築が必要である。
● （海洋）環境問題は知っているだけでは何も変わらない。
●環日本海は、沿岸諸国住民にとってコミュニケ－ションと
しての共有する“場（エリア）”である。
●海洋のごみ問題は身近で、かつ越境する環境問題である。

●海洋と沿岸域の保全・管理は、国、県、市民及び沿岸諸
国等との重層的な連携・協力体制の構築が必要である。
● （海洋）環境問題は知っているだけでは何も変わらない。（海洋）環境問題は知っているだけでは何も変わらない。
●環日本海は、沿岸諸国住民にとってコミュニケ－ションと
しての共有する“場（エリア）”である。
●海洋のごみ問題は身近で、かつ越境する環境問題である。

＜課題等＞＜課題等＞

①持続可能な社会づくりに参画する
「人」づくり
⇒人材育成及び環境教育の推進

②「人と人とのつながり」
⇒草の根的な連携・協力体制の構築

自治体レベルによる国際共同調査としての自治体レベルによる国際共同調査としての

海辺の漂着物調査の実施海辺の漂着物調査の実施
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ゴムが５個で150gだ～

うん。わかった。
次は何を測る？

いろいろな漂着物が
あるね。どこからきた
んだろうね

どこからだろうね。

漂着物調査イメージ漂着物調査イメージ

※ 調査方法は、JEANクリーンアップ全国事務局によるものを参考にしています。

よし。
がんばってまわすぞ！

何が
入っているのかな？

あっ！
ﾌﾟﾗｽﾁｯｸの破片が
でてきたよ！

埋没物調査イメージ埋没物調査イメージ

海辺の漂着物調査海辺の漂着物調査（（19961996年～年～ ））
【2006年度調査規模】

参加国 ：日本、中国、韓国、ロシア
参加人数 ：延べ2,820人
自治体数 ：32自治体
調査海岸数：71地点
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【1996年度調査規模】

参加国 ：日本
参加人数 ：延べ548人
自治体数 ：10自治体
調査海岸数：16地点

韓韓 国国（江原道・慶尚北道）（江原道・慶尚北道）

日日 本本（兵庫県・富山県）（兵庫県・富山県）

海辺の漂着物調査海辺の漂着物調査状況状況（２００７）（２００７）

海辺の漂着物調査海辺の漂着物調査状況状況（２００７）（２００７）

ロシアロシア（沿海地方）（沿海地方）

中中 国国（山東省）（山東省）

漂着物調査結果（2006）漂着物漂着物調査調査結果結果（（20062006））
【【平均重量：約平均重量：約5,9kg/100m5,9kg/100m22】】

500500ｍｌのペットボトルに換算するとｍｌのペットボトルに換算すると

5,900g/100m5,900g/100m22÷÷30g/30g/本本

＝＝200200本本/100m/100m22
ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ

類,
3,986,
68%

その他の
人工物,
549, 9%

金属類,
202, 3%

ｶﾞﾗｽ・陶
磁器類,
394, 7%

布類,
135, 2%

紙類, 34,
1%

発泡ｽﾁ
ﾛｰﾙ類,
290, 5%

ｺﾞﾑ類,
291, 5%
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調査結果調査結果（（20022002～～20062006））

九州エリアが恒常的に漂着量が多い九州エリアが恒常的に漂着量が多い

海辺の漂着物調査の事業効果海辺の漂着物調査の事業効果

事業効果事業効果

海洋ごみの削減海洋ごみの削減海岸清掃海岸清掃

国際ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ化・継続化国際ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ化・継続化NOWPAPNOWPAP連携連携

知見の共有知見の共有

政策立案への反映政策立案への反映

発生源対策発生源対策

結果発表（国際結果発表（国際
会議、論文、マ会議、論文、マ
スコミなど）スコミなど）

実態把握実態把握

共通意識の醸成共通意識の醸成

精度管理・政策評価精度管理・政策評価

手法の平準化手法の平準化

科学的知見の集積・分析科学的知見の集積・分析調査結果調査結果

から得らから得ら
れることれること

(Result)(Result)

市民への普及啓発市民への普及啓発環境教育環境教育

調査活動調査活動
から得らから得ら
れることれること

(Process)(Process)

区分区分

海辺の漂着物調査のねらい

国際協調体制国際協調体制
の構築の構築

海洋環境保全海洋環境保全
の推進の推進

循環型社会の構築循環型社会の構築

統合的沿岸域管理統合的沿岸域管理

普及啓発・人材育成普及啓発・人材育成

海辺の漂着物調査は単なる環境汚染の現状海辺の漂着物調査は単なる環境汚染の現状
を体感するだけでなく、その原因にも目をを体感するだけでなく、その原因にも目を
向けた向けた多目的・行動志向型プログラム多目的・行動志向型プログラム！！

ⅢⅢ 海辺の漂着物調査事業の成果海辺の漂着物調査事業の成果

NOWPAPNOWPAP（北西太平洋行動計画）の推進体制（北西太平洋行動計画）の推進体制
＊ナウパップ: Northwest Pacific Action Pllan

政府間会合(IGM)
(中国、日本、韓国、ロシア)

地域調整部
RCU(NOWPAP本部事務局)

- 日本- - 韓国 -

富山事務所 釜山事務所

CEARACCEARAC ((日本日本・・富山富山))

特殊モニタリング・沿岸環境評価特殊モニタリング・沿岸環境評価
地域活動センター地域活動センター//
((財財))環日本海環境協力センター環日本海環境協力センター

・有害藻類繁殖モニタリング・有害藻類繁殖モニタリング
・リモートセンシングを用いた・リモートセンシングを用いた
海洋環境モニタリング海洋環境モニタリング

DINRAC (中国・北京)

データ･情報ネットワーク
地域活動センター /
国家環境保護総局情報センター

・NOWPAPデータ情報共有
ポリシー作成
・海洋及び沿岸環境データに
関する国別報告書の作成

POMRAC POMRAC ((ロシア・ウラジオストクロシア・ウラジオストク))

汚染モニタリング地域活動センター汚染モニタリング地域活動センター//
科学アカデミー太平洋地理学研究所科学アカデミー太平洋地理学研究所

・大気から降下する汚染物質の・大気から降下する汚染物質の
モニタリングモニタリング
・河川より、又は直接流入する・河川より、又は直接流入する
汚染物質のモニタリング汚染物質のモニタリング

MERRACMERRAC ((韓国・テジョン韓国・テジョン))

海洋環境緊急準備対応海洋環境緊急準備対応
地域活動センター地域活動センター//
韓国海洋開発研究所・船舶海洋工学韓国海洋開発研究所・船舶海洋工学
研究所研究所

・油流出緊急時計画の策定・油流出緊急時計画の策定
・油漂流予測モデルの構築・油漂流予測モデルの構築
・環境脆弱性マップの整備・環境脆弱性マップの整備

最高意思決定機関/年1回開催

・財務管理
・RAC,関係国、関係機関との連絡調整
・政府間会合の開催

海洋ごみ関連プロジェ海洋ごみ関連プロジェ
クト“ＭＡＲＩＴＡ”が追加クト“ＭＡＲＩＴＡ”が追加

（（20062006～）～）

NOWPAP MALITAとは

●経緯等

2005年11月開催の『第10回NOWPAP政府間会合』において、
海洋ごみ関連活動（MALITA）が新しいプロジェクトとして承認

●経緯等

2005年11月開催の『第10回NOWPAP政府間会合』において、
海洋ごみ関連活動（MALITA）が新しいプロジェクトとして承認

●目標

海洋ごみ問題に関するNOWPAP地域行動計画の構築

●主なプロジェクト
・海洋ごみ問題に対処する長期的な戦略の構築
・市民団体（企業やＮＧＯ，科学界など）との協力体制の構築
・長期的なモニタリングプログラムの作成＆実施
・海洋ごみ問題への意識向上及び教育キャンペーンの計画・実施
・海洋ごみ問題に関する国際会議の開催
・海洋ごみ管理に向けた分野別ガイドラインの作成
・廃棄物管理施策及びシステムの構築・改良する
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政府においても・・・・

平成19 年3 月、漂流・漂着ゴミ対策に関する関係
省庁会議から海洋ごみの処理に関する役割分担等を
示した報告書が作成された

この報告書は、NOWPAPが取り組んで
いる各国の海洋ゴミ関連事業等につ
いて紹介されているものである。日
本の取り組みとしてNPECでの調査結
果が紹介されている。

"Regional Overview: Marine Litter in the NOWPAP Region"

本ガイドラインは、NOWPAP参加

国（日本・中国・韓国・ロシア）が協
力してモニタリング調査を行うため
の初めてのガイドライン

（⇒NPECの手法が例示）で

あり、本ガイドラインによって、

①海洋ごみの種類・量・発生起源
の解明
②調査結果の国際的な共有

などが可能となる。

Guidelines for Monitoring Marine Litter on the Beaches and 
Shorelines of the Northwest Pacific Region
（北西太平洋地域行動計画（NOWPAP）における漂着ごみモニタリングガイドライン）

本パンフレットは、NOWPAP参加国（日本・中
国・韓国・ロシア）の一般市民が海洋ごみ問題
を正しく理解し、解決に向けた正しい行動等
をねらいとして作成られたものである。この啓
発資材は、ＮＰＥＣで企画・作成したパンフレッ
トのコンテンツが多数引用されている。

NOWPAP普及啓発パンフレット
(“What can we do about marine litter?” ))

【【提供：提供：YukihikoYukihiko OTSUKA OTSUKA ©©】】

ⅣⅣ 今後の海洋ごみ事業の展開今後の海洋ごみ事業の展開

・発生源の特定及び対策実・発生源の特定及び対策実
施（発生規制等）施（発生規制等）

・海洋環境に優しい製品開・海洋環境に優しい製品開
発・ｻｰﾋﾞｽの提供発・ｻｰﾋﾞｽの提供

・市民等への普及啓発・市民等への普及啓発

・環境教育・協働ツールの・環境教育・協働ツールの
開発・推進開発・推進

・国際的枠組みでの事業展・国際的枠組みでの事業展
開開

・陸上の３Ｒ推進活動への・陸上の３Ｒ推進活動への
組入れ組入れ etcetc

・発生源・経路が複雑で多・発生源・経路が複雑で多
岐（岐（※※陸上活動から多数、陸上活動から多数、
一部地域では国外からも発一部地域では国外からも発
生）生）

・発生抑制方策の不備）・発生抑制方策の不備）

・市民、関係者が問題を正・市民、関係者が問題を正
しく認識・理解していないしく認識・理解していない
・・CSRCSRへ海洋ごみ問題がへ海洋ごみ問題が
組み込まれていない組み込まれていない

排出抑排出抑
制（未制（未
然の防然の防
止）止）

・ごみは継続・ごみは継続
発生発生

・発生に関す・発生に関す
る規制はないる規制はない

・人的被害が・人的被害が
少ない少ない

・海に人がい・海に人がい
ないない

・海外からも・海外からも
発生発生

・ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ手法の開発・ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ手法の開発

・継続的ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ体制の整・継続的ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ体制の整
備・構築備・構築

・回収処理技術・手法の開・回収処理技術・手法の開
発発

・統合的な海洋・沿岸管理・統合的な海洋・沿岸管理
制度の整備制度の整備

・情報基盤の整備・提供・情報基盤の整備・提供
etcetc

・処理費用の確保・処理費用の確保

（海岸、海中、海底ゴミ）（海岸、海中、海底ゴミ）

・処理体制（制度）の整備・処理体制（制度）の整備
及び構築及び構築

・回収したものは埋立処分・回収したものは埋立処分

・ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ手法・体制の確・ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ手法・体制の確
立立

・海洋ごみ情報の管理・海洋ごみ情報の管理

・沿岸の管理・利用の確保・沿岸の管理・利用の確保

回収・回収・
処理の処理の
実施実施

・大量に人工・大量に人工
物が蓄積（離物が蓄積（離
島は特にひど島は特にひど
い）い）

・景観が悪い・景観が悪い

・海洋生物が・海洋生物が
誤飲・誤食誤飲・誤食

・実態（量、・実態（量、
傾向）が不明傾向）が不明

海洋海洋
ごみごみ
問題問題
解決解決
に向に向
けてけて

対策対策課題課題目標目標現状現状区分区分

問題解決のマトリックス表問題解決のマトリックス表問題解決のマトリックス表
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・発生源の特定及び対策実施・発生源の特定及び対策実施
（発生規制等）（発生規制等）
・海洋環境に優しい製品開発・海洋環境に優しい製品開発
・市民等への普及啓発・市民等への普及啓発
・環境教育・協働ツールの開・環境教育・協働ツールの開
発・推進発・推進
・国際的枠組みでの事業展開・国際的枠組みでの事業展開
・陸上の３Ｒ推進活動への組入・陸上の３Ｒ推進活動への組入
れれ

etcetc

・ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ手法の開発・ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ手法の開発
・継続的ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ体制の整備・・継続的ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ体制の整備・
構築構築
・回収処理技術・手法の開発・回収処理技術・手法の開発
・統合的な海洋・沿岸管理制度・統合的な海洋・沿岸管理制度
の整備の整備
・情報基盤の整備・提供・情報基盤の整備・提供

etcetc

対策対策

・発生源・経路が複雑で多・発生源・経路が複雑で多
岐（岐（※※陸上活動から多数、陸上活動から多数、
一部地域では国外からも発一部地域では国外からも発
生）生）

・発生抑制方策の不備・発生抑制方策の不備

・市民、関係者が問題を正・市民、関係者が問題を正
しく認識・理解していないしく認識・理解していない
・・CSRCSRへ海洋ごみ問題が組へ海洋ごみ問題が組
み込まれていないみ込まれていない

海洋ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ海洋ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ
の実施の実施
（（※※海辺の漂海辺の漂
着物調査の実着物調査の実
施施））

・処理費用の確保・処理費用の確保
（海岸、海中、海底ゴミ）（海岸、海中、海底ゴミ）
・処理体制（制度）の整備・処理体制（制度）の整備
及び構築及び構築
・回収したものは埋立処分・回収したものは埋立処分
・ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ手法・体制の確・ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ手法・体制の確
立立
・海洋ごみ情報の管理・海洋ごみ情報の管理
・沿岸の管理・利用の確保・沿岸の管理・利用の確保

海洋海洋
ごみごみ
問題問題
解決解決
に向に向
けてけて

具体事業具体事業課題課題区分区分

問題解決のマトリックス表問題解決のマトリックス表問題解決のマトリックス表

NOWPAPNOWPAPﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの策定ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの策定

NOWPAPNOWPAPMALITAMALITAの実施の実施

事業成果事業成果

政府・政府・NOWPAPNOWPAP報告書に採用報告書に採用

出前講座、ﾏｽｺﾐ報道出前講座、ﾏｽｺﾐ報道
・海洋ごみﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄの構築（・海洋ごみﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄの構築（H20H20～～H21H21※※予予
定）定）
・普及啓発パンフレットの作成・配布・普及啓発パンフレットの作成・配布

・出前講座の実施・出前講座の実施
・情報交換会・講習会の開催・情報交換会・講習会の開催
・・NOWPAPNOWPAP支援支援

・・NOWPAPNOWPAP海洋ごみﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ作成支援海洋ごみﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ作成支援
・海洋ごみﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄの構築（・海洋ごみﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄの構築（H20H20～～H21H21※※予予
定）定）

・海洋ごみリサイクル可能性調査の実施・海洋ごみリサイクル可能性調査の実施
（（H18H18））
・離島における海洋ごみ被害状況調査の実・離島における海洋ごみ被害状況調査の実
施及びﾏﾆｭｱﾙ策定（施及びﾏﾆｭｱﾙ策定（H19H19～～H20H20））

・中国・韓国における「沿岸・海洋管理」・中国・韓国における「沿岸・海洋管理」
制度等に関する実態調査（制度等に関する実態調査（H19H19～～H20H20））
・海洋ごみ削減方策検討会の開催・海洋ごみ削減方策検討会の開催(H19(H19～）～）

・発生源の特定及び対策実施・発生源の特定及び対策実施
（発生規制等）（発生規制等）
・海洋環境に優しい製品開発・海洋環境に優しい製品開発
・市民等への普及啓発・市民等への普及啓発
・環境教育・協働ツールの開・環境教育・協働ツールの開
発・推進発・推進

・国際的枠組みでの事業展開・国際的枠組みでの事業展開
・陸上の３Ｒ推進活動への組入れ・陸上の３Ｒ推進活動への組入れ

etcetc

・ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ手法の開発・ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ手法の開発

・継続的ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ体制の整備及び・継続的ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ体制の整備及び
構築構築

・回収処理技術・手法の開発・回収処理技術・手法の開発

・情報基盤の整備・提供・情報基盤の整備・提供

・統合的な海洋・沿岸管理制度・統合的な海洋・沿岸管理制度
の整備の整備

etcetc

海洋海洋
ごみごみ
問題問題
解決解決
に向に向
けてけて

その他具体事業その他具体事業対策対策区分区分

問題解決のマトリックス表問題解決のマトリックス表問題解決のマトリックス表

中国における「沿岸・海洋管理」制度等中国における「沿岸・海洋管理」制度等
に関する実態調査（に関する実態調査（9/69/6～～9/139/13））

大連市 成田市

煙台市

北京市

ダム管理状況視察等ダム管理状況視察等北京市北京市2007/09/122007/09/12

清華大学清華大学

清華大学内病院清華大学内病院

全人代国務院環境資源保護委員会全人代国務院環境資源保護委員会

北京市北京市2007/09/112007/09/11

煙台市海洋漁業局、環境保護局煙台市海洋漁業局、環境保護局

煙台市医療系廃棄物等処理状況視察煙台市医療系廃棄物等処理状況視察
煙台市→北京市煙台市→北京市2007/09/102007/09/10

煙台市海岸視察煙台市海岸視察煙台市煙台市2007/09/092007/09/09
海岸視察海岸視察大連市→煙台市大連市→煙台市2007/09/082007/09/08

－－北京→富山北京→富山2007/09/132007/09/13

大連市環境保護局大連市環境保護局

大連市環境保全ボランティア協会大連市環境保全ボランティア協会

国家海洋環境ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞｾﾝﾀｰ（ＳＯＡ）国家海洋環境ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞｾﾝﾀｰ（ＳＯＡ）

海岸視察海岸視察

大連市大連市2007/09/072007/09/07
海岸視察海岸視察富山→大連市富山→大連市2007/09/062007/09/06
訪問先及びﾋｱﾘﾝｸﾞ内容等訪問先及びﾋｱﾘﾝｸﾞ内容等旅程旅程日程日程

出張スケジュール（７泊８日）出張スケジュール（７泊８日）

中国の海洋ゴミを含む沿岸管理体制

海洋環境保護法→海洋環境の保護

固体廃棄物処理法→廃棄物の適正処理

海域使用管理法→沿岸域の機能区分管理

市場競争原理の導入

役割分担の明確化等

沿岸域の機能区分

関係法令の整備等

北京五輪？
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海洋ごみ問題への総合的ｱﾌﾟﾛｰﾁ等

回収処理

排出抑制

廃棄物管理

海洋・沿岸の
総合的管理

国際環境協力

・循環型社会の構築
・計画的な人材の育成と活用
の仕組みの整備
・情報基盤及び組織・体制の
整備
・海洋教育の拡充・強化
・海洋・沿岸域の総合的管理
に向けた新たな枠組みの整備
・国際環境協力・連携体制の
構築

【【NPECNPEC】】

環境教育

国内の海洋ごみ削減に向けた最適な沿岸・海洋
管理制度の構築

当面の目標は・・・・・当面の目標は・・・・・

≪海洋基本法≫や≪海洋ごみ≫と融合した

『沿岸域（海域及び陸域）の開発と管理』
に向けた新たな枠組みの提言

管理権限の明確化
沿岸域の統合管理
沿岸域の機能区分化（ゾーニング）
海洋環境の保全
パートナーシップの強化
海洋に関する理解と調査・研究の推進
情報基盤の整備

etc

海洋ごみ問題とは海洋ごみ問題とは
海洋ごみ問題とは、
人間が作り出した“もの”が沿岸・海洋環境中に
蓄積されることにより生じる海洋汚染問題である。

海洋ごみの発生原因は、
人間（市民）の“もの（廃棄物を含む）”の不適切な
取り扱いによるものがほとんどである。

海洋ごみは、
世界中のあらゆる海岸や海上等で確認できる。

海洋ごみのほとんどは、プラスチック類である。

海洋ごみのほとんどは、市民による陸上起因活動から
発生される。

陸上から川へ、川から海へ！

陸上 川 海雨雨

国内の漂着ごみのほとんどは国内から国内の漂着ごみのほとんどは国内から
発生している！発生している！

海洋ごみ問題に向けた市民の役割海洋ごみ問題に向けた市民の役割

Step1Step1 知ること知ること

Step2Step2 それを知人に語ることそれを知人に語ること

Step3Step3 日常の行動を持続型に変日常の行動を持続型に変

えるえる

Step4Step4 積極行動で貢献する積極行動で貢献する
Step 1で留まると、社会は変わらない

消費者消費者 持続者持続者

・技術的な解決法は、最大１／２ま・技術的な解決法は、最大１／２ま
での寄与しかない。での寄与しかない。

・残りは、一人ひとりの・残りは、一人ひとりのライフスタライフスタ
イルの改善イルの改善による。による。

海洋ごみ問題の解決は・・・海洋ごみ問題の解決は・・・

各主体は触媒的存在を目指さねば！各主体は触媒的存在を目指さねば！
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ありがとうございました・・・・ありがとうございました・・・・
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